
電子工作パーツセット

雨降り検知器
電子回路製作の入門回路として最適！

家の中だったので・・・・
気がつくのが遅れた・・・・

お風呂ブザーにも・・・・

キャリブレーション
（１４７０）

空は晴れ渡って絶好の洗濯日和です。しかし、これが曲者、

空が急に暗くなったかと思うとすさまじい勢いで雨が降って

きました。夕立です。洗濯物を早く取り込まないとグショ濡

れです。

そこで考えたのが「雨降り検知器」です。

回路は非常に簡単なものですが、家の中で仕事をしていて

ブザーがなるので外を見ると雨が降っていたという優れもの

です。

電子回路の入門用の回路として最適です。

◆回路の説明
第１図に示す２つの電極の間に水滴が落ちますと電極間の

電気抵抗が小さくなります。つまり、電気が流れやすくなり

ます。

第１図 第２図

第２図をごらんください。電源電圧（９Ｖ）からＲ１

（１ＭΩ）の抵抗を通して先ほどの電極に電気をかけておき

ます。電極が水で濡れていなければ２つの電極間の電気抵抗

はほとんど無限大ですから電流は流れません。

つまり電極の両端電圧は９Ｖということになります。

Ｒ１と電極の間に第３図にのようにＣＭＯＳのゲート（１）

を接続してみましょう。このゲート（１）の入力電圧が電源

電圧の１/２以上のとき（電極が乾いているとき）、その出力

は”Ｌ”となります。

第３図

雨が降ってくると電極の間に水がかかり、電極間の電気抵

抗が低下をします。そしてその抵抗値が１ＭΩ以下になると

ゲート（１）の入力電圧が４.５Ｖより下がり、出力が”Ｈ”

になります。

出力が”Ｈ”になったときブザーがなるようにすれば「雨

が降ってきたらブザーがなる」回路ができるわけです。

しかしこのままでは、いったん雨が降りだすとブザーがな

りっぱなしになってしまいます。そこでゲート（１）の出力

をゲート（２）に入力します。（第４図）。

第４図

ゲート（２）の出力はゲート（１）の出力が反転していま

すから、電極が乾いているとき出力があり、雨が降ってくる

と出力がなくなります。

この二つの出力をスイッチで切り替えることによって「雨

が降ってきた」ことを知ったらブザーを切ることができます。

しばらくして、雨がやんで電極が乾くとブザーが再びなり出

します。スイッチを元に戻すことによってブザーはなりやみ、

再び雨が降りだすのをワッチする体制の入ります。

ＣＭＯＳの４０１１はゲートが４っありますからゲート

（３）と（４）を使ってブザーをならす発信器を作ります。

（第５図）

第５図

◆部品表
部 品 名 仕様/規格 数 備 考

ＩＣ ４０１１ １ 同等品

抵抗 １ＭΩ ２

１００ＫΩ １

コンデンサ ０.００１μＦ １ １０２表記

トグルスイッチ ２

ブザー １

イヤホンプラグ １

イヤホンジャック １

電池スナップ ００６Ｐ用 １

ビニル線 赤、黒 １

基板 Ｎｏ．２３９ １ 専用

◆回路図
全体図を第６図に、プリント基板のパターンを第７図に示

します。

第６図 回路図

第７図 プリント基板

◆製作
プリント基板は、部品取り付け基板と検出部基板の２枚が

つながっています。注意をして２枚に切り分けてください。

部品の取り付けは、第８図を参照してください。

ＣＭＯＳのＩＣは静電気に弱いですから取り扱いになれな

い間はＩＣソケットを使うようにしてください。

動作テスト
基板に部品の散りつけが終わったら、第９図全体配線図の

ように、電池、ブザー、スイッチ、検知電極を仮に取り付け

て動作テストをします。もしそのままでブザーがなり出した

らスイッチを反対側に倒してください。

検知電極に水を一滴落としてみましょう。ブザーがなり出

すと思います。スイッチを反対側に倒すとブザーはなりやみ

ます。

水を拭き取ってしまうと（電極が乾燥すると）また、ブザ

ーがなり出します。

部品の取付けが正常でハンダ付けがしっかりしていれば確

実に動きます。

うまく動かなかったときはどこかに部品の取付けミスがあ

るか、ハンダ付け不良がありますからよく調べてください。

第８図 プリント基板実装図

抵抗は縦にして取り付ける。

◆ケースに入れて完成
動作テストがうまくいきましたら、ケースに入れましょう。

回路が同じでもケースが違えば見違えるようにカッコよくな

ります。第９図を参考にあなたのオリジナルなケースに入れ

てください。

第９図 全体配線図

イヤホンジャック接続図

２番がアース側です。



◆バリエーション
（１）検知電極を第１０図のようにするとお風呂に水位検知

器になります。

第１０図

（２）第１１図のようにＬＥＤをつけると雨が降ってきてブ

ザーがなり、スイッチを切り替えても電極が濡れている間、

ＬＥＤが点灯します。

第１１図

（３）発信器のコンデンサＣ１の容量を第１２図のように、

３.３μＦにすると１秒間に約２回程度のオンオフ信号を得る

ことができます。ブザーを発信器内蔵のものに交換すること

によって間欠的なブザーをならすことができます。この際、

電解コンデンサの極性に注意してください。

（４）本機はブザーをならしているときを除いてはほとんど

電流を消費しません（１０μＡ）。

第１２図

※部品は状況により仕様、形状が異なる場合があります。ご了承下さい。
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